
三
月
二
日
、
第
六
十
一
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
六
十
一
期
生
の
三
百
十
三
人
が
学
び
舎
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
男
子
百
六
十
九
人
、
女
子
百

四
十
四
人
の
卒
業
生
は
、
み
ん
な
晴
れ
や
か
な
表
情

で
懸
命
に
努
力
し
た
高
校
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら

も
、
こ
れ
か
ら
の
上
級
学
校
で
の
勉
学
や
実
社
会
で

の
仕
事
へ
の
決
意
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。

大
迫
勝
次
校
長
は
式
辞
の
中
で

「
本
校
で
学
ん

、

だ
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
常
に
自
ら
考
え
、
困
難
に

挑
戦
し
、
絶
え
ず
自
己
変
革
に
努
め
、
主
体
的
・
創

造
的
に
問
題
の
解
決
に
当
た
り
、
誠
実
に
謙
虚
に
、

し
か
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
想
で
、
自
分
の
信
ず
る
道

を
進
ん
で
ほ
し
い

」
と
果
敢
に
立
ち
向
か
う
よ
う

。

励
ま
し
ま
し
た
。

ま
た
、
萩
原
眞
澄
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は

「
自
分
の
夢

、

を
持
ち
続
け
、
実
現
へ
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
に
、
三

星
健
児
と
し
て
学
ん
だ
『
柔
軟
な
思
考
力
』
で
、
知

識
を
行
動
力
に
変
え
て
、
人
生
を
切
り
拓
け

」
と

。

先
輩
と
し
て
の
言
葉
も
交
え
て
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

送
辞
や
答
辞
に
も
、
同
じ
三
星
健
児
の
意
気
込
み

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
式
後
の
最
後
の
Ｈ
Ｒ
で
は
、

各
自
が
そ
の
思
い
を
述
べ
合
っ
て
、
和
や
か
な
中
に

も
互
い
の
努
力
を
称
え
ま
し
た
。

卒
業
生
全
員
が
、
当
日
の
晴
天
の
よ
う
に
晴
れ
や

か
な
表
情
で
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。
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第３３号
平成２１年

３月１２日

鹿児島県立

鹿 屋 高 等 学 校

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「

」

。

鹿
屋
高
等
学
校

で
も
検
索
で
き
ま
す

三
・四
月
の
主
な
行
事
予
定

三
月

一
六
日
（
月
）
合
格
者
集
合

一
九
日
（
木
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

二
五
日
（
水
）
終
業
式

［
～
三
一
日
］

二
六
日
（
木
）
学
年
末
休
業

二
七
日
（
金
）
離
任
式

四
月

［
～
五
日
］

一
日
（
水
）
学
年
始
休
業

六
日
（
月
）
新
任
式

始
業
式

〃

入
学
式
準
備

七
日
（
火
）
入
学
式

八
日
（
水
）
実
力
考
査
（
二
・
三
年
）

［
～
九
日
］

九
日
（
木
）
対
面
式

〃

内
科
検
診
（
一
年
）

一
〇
日
（
金
）
新
入
生
テ
ス
ト
（
一
年
）

〃

心
臓
検
診
（
一
年
）

一
三
日
（
月
）
尿
検
査
一
次
［
～
一
四
日
］

一
四
日
（
火
）
内
科
検
診
（
三
年
）

一
五
日
（
水
）
歯
科
検
診

一
六
日
（
木
）
内
科
検
診
（
二
年
）

二
〇
日
（
月
）
尿
検
査
一
次
［
～
二
一
日
］

二
二
日
（
水
）
宿
泊
学
習
（
一
年
）

［
～
二
四
日
］

二
四
日
（
金
）
一
日
遠
足
（
二
・
三
年
）

※

都
合
に
よ
っ
て
変
更
・
追
加
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
分
の
信
ず
る
道
を
進
む
三
星
健
児
に

三
百
十
三
人
が
巣
立
っ
た
第
六
十
一
回
卒
業
式

街をきれいにして感謝の心を育む

２月２４日（火）学年末考査最終日に，１学年生徒による奉

仕活動（ボランティア清掃）が行われました。いつもお世話に

なっている地域への貢献活動として，３２５人の 年生が頑張1
りました。鹿屋市中心部の向江町・朝日町から学校周辺の白崎

， 。町までの広い範囲を 清掃やごみ拾いを中心に取り組みました

参加する中で，思いの外にたばこの吸い殻の散乱ぶりに驚い

た様子でした。生徒たちは清掃をしながら，散らさない汚さな

。い行動が街の環境をよくすることにつながることを学びました



２月２６日(木)うれしいニュース・最新版

吉井淳二記念展で特別賞

（２年 鹿屋東中出身）曽於市長賞 田淵恵理
作品名「輪廻～ ～」the wheel of life

田淵さんが受賞した曽於市長賞は，最高賞の吉井
賞に次ぐ準大賞です。本校の芸術関係の部活動の
今後の活躍が大いに期待されます。

なお，同展には，田淵さん以外に本校の美術部
員５人が入選しました。

２月２１日(土)うれしいニュース・最新版

図書券の寄贈

」 ，「三星会鹿児島支部同窓会・総会 が開催され

後輩たちの読書活動の推進に役立つように，５万

円の図書券をお贈りいただきました。早速，図書

館で新刊を購入させていただき活用しています。

生徒の図書委員たちも喜んでいます。

この場を借りて感謝申し上げます。

２月１２日(木)うれしいニュース・最新版

（本校薬剤師）森薗敏博先生
学校保健功労者表彰

本校の薬剤師として，３０年間にわたり生徒の
健康や学校の保健衛生に活躍・貢献されておら
れる森薗敏博先生が，県学校保健会長から学校
保健功労により個人表彰されました。

県内での個人表彰１３人のうちのお一人でし
た。おめでとうございます。
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学校関係者評価（主なもの）

学校関係者評価とは，本校内で行われる自己評価（生徒・教職員）を元にして，保護者や地域住民・中学校関

係者等の代表の方々を委員（５人）として依頼して，本校の重点目標について評価していただく制度です。評価

を実施することで，学校の組織的・継続的な改善，学校・家庭・地域の連携協力による学校づくり，学校の教育

水準の向上等を目指しています。本年度は，第１回が７月１０日（木）に，第２回が２月１３日（金）に開かれ

ました。

評価項目（重点目標） 評 価 委員からの要望等

１ 教育活動の効率化・円滑化の促進のための ３０ ・在学時の保護者満足度が大変高いので，学業・生活両面.
連携強化・共通理解 の充実が望まれる。

２ 授業参観や公開授業による教科指導力や授 ３２ ・個別の対応，指導法の改善，予習・復習の充実等に改善.
業内容の向上 の余地あり。

３ 主体的な学習への援助と自己実現のための ３０ ・生徒の科目成績への自己評価が低いので，自信をもたせ.
進路学習 てほしい。

・生徒のモチベーションが向上しているかを知りたい。

４ 基本的生活習慣（服装容儀・登下校時刻） ３２ ・生活面に関して，生徒の自己評価を実施したらどうか。.
の確立・促進 ・ 生き方・在り方 「人間の生き様」に気付かせるべき。「 」

５ 生命尊重への理解と健康・安全への日常的 ２８ ・この項目についても，生徒実施の評価があってもよい。.
実践

６ 学校環境の美化・緑化の推進 ３０ ・ボランティア活動とともに，インターアクト活動の取組.
を継続・発展させてほしい。

７ その他 ・４段階評価に苦労するので，評価の機会提供，方法につ―

いて検討・工夫してほしい。

※ 評価は４段階評価。.
※ 評価基準；４＝十分評価できる ３＝おおむね評価できる ２＝あまり評価できない １＝ほとんど評価できない

２月２５日(水)うれしいニュース・最新版

「ＰＴＡ便り」が県で最優秀賞

平成２０年度鹿児島県ＰＴＡ広報紙コンクー
ルで 「鹿屋高校ＰＴＡ便り」が高等学校の２１，
点中，最優秀賞を獲得しました。広報部の皆さ
んの努力が報われました。

なお，鹿屋市ＰＴＡ広報紙コンクールでも高
校の部で最優秀賞となり，ダブル受賞の栄冠を
達成しました。


